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本講究録は, 2002午 12 月 10 日 \sim 13 田こ京都大学数理解析研究所で開催された研究集会
$\lceil \mathrm{C}\mathrm{o}\mathrm{m}\mathrm{p}\mathrm{u}\mathrm{t}\mathrm{e}\mathrm{r}$ Algebra-Algorithms, Implementations and ApplicationsJ (CA-ALIAS’02)

の報告集である. 本集会は, 前年度の研究集会 CA-A垣 AS’01 を引き継ぐもので, 数式

処理を主題とした研究集会としては前身の「数式処理と数学研究への応用」や「数式処

理における理論と応用の研究」から 20 年以上にわたる歴史を有する. 研究集会では 30
件の研究発表の講演があり, 発表後の質疑応答や発表の合間での個人間での意見交換や

議論も活発に行われた. 参加者は 4 日間で計約 70名を数え, 大変盛況であり, 有意義な

集会をもつことができたと思う.

今回, ドイツ Passau 大学の Volker Weispfenning教授が本集会の日程にも合わせて来

日され, 特別講演として $\mathrm{Q}\mathrm{E}$(quantifier elimination) の応用に関する講義を聴くことがで

きた. 講演のレジュメは本講究録に収録している. 懇親会や本集会後に立命館大学で開

催された講演会を通して, 参加者の多くの方々が同氏との交流の機会を持てたのではな

いかと思われる. こうしたことは穴井宏和氏 (富士通研) をはじめとした多くの方々の

御尽力によるものである.

本研究集会の開催に当たり, アナウンスや参加者への情報提供は日本数式処理学会の

WEBページをお借りして行った. ここに記して感謝の意を表したい.

最後に, 代表者として有意義な研究集会を 2年間にわたり開催することができたこと

に対し , 発表者, 参加者およぴ研究協力者の方々, そして何より京都大学数理解析研究

所に感謝する.
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